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研究成果の概要（和文）： 態度変化を促進する要因として明示的／非明示的なメッセージ、刺激の効果を検討する５
つの研究を行った。これまで顕在的プロセスに偏った研究が行われてきた説得プロセスについて、暗黙裏に進行するプ
ロセスの解明を目指して、非明示的あるいは閾下呈示の刺激を用意することでプロセスの進行に意識的思考が介在しな
くても進むルートがあることをはっきりさせ、その進行プロセスに関わる刺激の呈示回数や強度などさまざまな要因を
明らかにしていくことを目指した。５つの研究によって刺激強度を含めて禁止メッセージや画像の閾下呈示により喫煙
や観光地選好の潜在態度は影響を受け得ることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：　Five researches were done for investigating the effects of subliminal messages 
and images on attitude change. So far persuasion research attended to explicit processes, new research 
would be expected to clarify the implicit processes under consciousness through testing the effects of 
subliminal presentation. In the results, subliminal message or image including inhibition did have a 
significant effect on the implicit attitude. And the strength of the stimuli was also had a meaningful 
influence on the attitude of smoking and the preference of tour location measured by IAT.

研究分野： 社会心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 説得的コミュニケーションと態度変化の
研究について、顕在的な質問項目による簡単
な態度測定だけではなく、近年活発に台頭し
てきた潜在測定の知見を取り入れることが
研究の進展には有効であると考えられた。 
 説得プロセスにおいても、明示的なメッセ
ージに基づく説得の他に、非明示的な方法に
よる情報への反復接触、閾下呈示のような意
識されない形での接触など多様な条件での
検討が少ないのでそういった知見を実証的
な実験によって増やしていくことは有意味
である。また禁止メッセージが本当に有効で
あり、単純接触効果にもとづく親近感の醸成
などの逆効果がないか検証が求められる。 
 
２．研究の目的 
 
第 1 に、説得的コミュニケーションの独立

変数側の要因として、明示呈示、非明示呈示、
閾下呈示を検討する（研究１，２，３）。第 2
に、否定的な刺激呈示（実験１，２）や否定
文にもとづく禁止呼びかけなどのメッセー
ジが有効なのかどうか検討する（研究３）。
第 3 に、従属変数側の態度測定において、IAT
による潜在測定を取り入れる（研究１，２，
３） 
 
３．研究の方法 
 
共通の方法は、画像を中心とした説得につ

ながる刺激呈示を明示、非明示、閾下などい
くつかの条件で行い、説得効果を顕在態度尺
度と IATによる潜在測定の両方を用いて測定
し、比較検討を行った。 
研究１では、禁煙について明示的にポジテ

ィブ（喫煙がカッコよく見える）画像とネガ
ティブ画像を示し、その後の態度について顕
在／潜在測定した。研究２では、上記を閾下
呈示して検討した。研究３では、観光旅行の
行き先として信州の画像を明示呈示、非明示
呈示、閾下呈示を反復して行い、また閾下で
は、肯定文と否定文の両方の条件を用いて、
単純接触効果がどのように絡んでくるかも
検討できるようにした。 
 
４．研究成果 
 
 研究１ 当時、世の注目度の高かったアニ
メ映画で喫煙シーンが多用されていること
の是非が社会問題として議論された。映画の
登場人物が格好よく喫煙しているシーン（ポ
ジティブ画像条件とする）、汚れた肺や吸い
殻などのネガティブ画像条件、画像を示さな
い統制群の３群を用意し、画像呈示群には明
示的にプリントアウトした画像を示し、その
後 IAT 測定を紙筆版で行った（喫煙 vs運動）。 
 その結果、IAT による潜在測定では条件の
効果が有意に見られ(F(2,27)=4.17, p<.03)、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図１ IAT 紙筆版で測定した喫煙への好意性 
 
喫煙者においてもネガティブ画像呈示は喫
煙に対するネガティブな態度を引き起こす
のに有効であることが示された一方、ポジテ
ィブな画像では非喫煙者はネガティブに受
け取るが、喫煙者では統制群と比べて喫煙へ
の潜在態度をよくも悪くも変化させなかっ
た。 
 顕在態度測定では画像呈示は統制群に比
べて有意な違いを生じさせなかった。効果は
潜在態度により顕著に表れるものであり、潜
在測定を取り入れた意義が示された。喫煙者
が顕在的には反発、抵抗しながらも潜在的に
はじわじわと否定的態度が醸成されていく
可能性が窺えたと言えよう。 
 強いネガティブ画像などの刺激は恐怖喚
起コミュニケーションの研究では顕在的に
は効果が薄いとされてきたが、潜在態度とし
ては十分なネガティブ効果を生むことが新
たな知見として得られた。 
 本成果は、日本社会心理学会第５４回大会
にて発表された。 
 
研究２ 45 名の実験参加者に喫煙関連画像
刺激を IAT プログラムに挿入して、３回反復
閾下呈示することによって行った（各
20msec）。さらに恐怖喚起コミュニケーショ
ンに対する新たな知見を確認するために、ネ
ガティブ画像を、強いネガティブ条件と弱い
ネガティブ条件の２条件に増やしてポジテ
ィブ条件とあわせて検討を行った。喫煙につ
いての潜在態度は PC を用いて測定した。 
 その結果、条件の効果は有意であり(F(2, 
42)=11.83, p<.001, ω2 =.312)、さらに強
いネガティブ条件は弱いネガティブ条件よ
りも有意に喫煙に対する潜在態度をネガテ
ィブとすることが示された。顕在態度ではこ
うした効果は観察されなかった。 
 本成果は、The Society for Personality 
and Social Psychology の第 15 回大会（アメ
リカ、オースティン）において発表された。 
 
研究３ 禁止メッセージの反復呈示がかえ
って単純接触効果を通してポジティブな親



近感を態度対象に対して生じさせないかど
うかを検討した。そうした効果が生じたとし
ても倫理的に問題が生じないように刺激の
主題として原発や廃棄場建設などではなく、
よりニュートラルな観光地選択という設定
で実験を行った。 
 予備調査に基づき比較的好意性、旅行への
行きたさの程度が近い、信州（長野）と奈良
を IAT のカテゴリーとして設定した。説得誘
導は信州に対して行った。 
 刺激呈示の実験条件は４条件を設けた。明
示的呈示条件では、地域についての研究とし
て旅行誌からコピーした信州の観光スポッ
ト、自然の風景などがきれいなほぼ画像を中
心とするページを渡して見てもらった。非明
示的呈示条件では、実験を実施する横の本棚
に信州の観光地画像を３枚貼り付け、座席に
座る前に目に入るような設置を行った。閾下
呈示群では IATプログラムのなかで３回画像
を各 20msec 呈示した。閾下ポジティブ条件
では画像呈示に先立って「信州に行く」とい
う文言が呈示された。閾下ネガティブ条件で
は画像呈示に先立って「信州に行かない」と
いう文言が呈示された。IAT は信州ｖｓ奈良
についての好意性（ポジティブ、ネガティブ）
の IAT と、観光地イメージとの結びつきを強
められたかどうかの検討として、旅行ｖｓ学
習のカテゴリーと長野ｖｓ奈良の連合を検
討する IAT を実施した。 
 長野関連語は、「りんご、信州、軽井沢、
スキー場、野沢菜」、奈良関連語は、「鹿、鹿
せんべい、大仏、法隆寺、奈良漬け」、ポジ
ティブ語は、「幸せ、平和、喜び、楽しみ、
友情」、ネガティブ語は、「失敗、拒否、不安、
落胆、孤立」、旅行関連語は、「旅行、旅する、
出かける、旅館、遊ぶ」、学習関連語は、「勉
強、学ぶ、図書館、ノート、読書」であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 64 名の関東地区（東京）の大学生を実験参
加者としてデータを得た。好意性 IAT の D 値
に対する分散分析の結果、条件の効果は有意
であった(F(4,58)=3.322, p<.02)。多重比較の
結果、閾下ポジティブ群と閾下ネガティブ群
の間、また閾下ポジティブ群と統制群との間
に５％レベルでの有意差が見られた。このこ
とにより、非意識的な情報処理システムにお

いても、肯定文と否定文の違いが認識され、
文章の些細な違いによって潜在態度への閾
下呈示効果に差が生じる結果が得られたこ
とは注目に値するだろう。一方こうした閾下
プライミングに対して顕在態度はあまり影
響が見られないようであった。顕在態度の報
告時には、意識的に以前の記憶や態度が考慮
材料となり、刺激呈示の効果が打ち消される
ような情報処理が加わるためであると推察
される。観光地ｖｓ学習の IAT では、好意性
のように効果は明確に得られなかった。刺激
呈示によって瞬時に「観光地と言えば××」
という結びつきを形成するには効果が弱か
ったと考えられる。これは、さらに反復呈示
を重ねなければならないだろう。 
 呈示の条件としては、相対的に統制群と比
べ、非明示的な呈示が好意性を高める効果を
有する傾向が観察され、明示的な呈示は統制
群との有意差が見られなかった。さりげない
形での情報接触は、いくぶん有意味な効果を
有することが示唆された。 
 本成果は、The Society for Personality 
and Social Psychology の第 16 回大会（アメ
リカ、ロングビーチ）において発表された。 
 
研究４ 画像による禁止メッセージが効果
を有するか、また反復回数を条件として実験
を行った。124 名の実験参加者が３（刺激条
件：呈示、禁止、警察）×２（呈示回数：2
回、4 回）のいずれからの群に属し、呈示後
放置自転車に関する顕在態度尺度に回答し
た。呈示群では近隣の放置自転車の様子の画
像を閾下で単純呈示し、禁止群はその画像に
大きく禁止マークを上書きした画像を呈示
した。警察群では放置自転車の画像に引き続
き警官、パトカーなどの画像閾下呈示が続く。
顕在態度を従属変数として分析した結果、刺
激条件の主効果は有意であり、単純呈示群は
他の 2群よりも禁止の態度が弱かった。反復
回数の主効果、および交互作用は有意な効果
が得られなかった。禁止情報を付加すること
は意味のある効果を態度にもたらし、この点
は文章で行った研究３と整合し、閾下呈示で
あっても詳細な情報処理がなされているこ
とがうかがえる結果となった。 
 
研究５ 説得メッセージの非明示的効果は
メッセージの内容そのものだけでなく、唱道
者の特質が関与する。そこで唱道者の信頼性
などの特性要因がいかにメッセージから自
動推測されるかを検討し、メッセージと独立
に唱道者の社会的地位などで周辺情報を確
立するのではない新たな取り組みを立ち上
げた。 
 メッセージに用いられている言い回しや
使用単語そのものからどの程度唱道者の特
質が推測可能であるかをツイッターでの大
量のメッセージを分析することで調べた。
IBM の研究者と共同研究を行い、LIWC を用い
て語をカテゴリーに分類し、書き手 406 名の



5 因子特性質問紙への回答と合わせて、特性
と語のカテゴリー語との頻度との相関を検
討した。その結果、助詞・数詞を用いること
と内向性、家族への言及と外向性、一人称使
用と調和性などいくつかの有意味な相関を
見出すことができた。今後もカテゴリーの精
度を精錬し、他尺度を用いるとともに尺度に
よらないでもいかに特性が機械による自動
推測で判別可能か検討が必要である。 
 本成果は 2016 年 3 月に言語処理学会第 22
回年次大会において発表された。 
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